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１．研究計画の概要

地中海東岸地域における都市の形成と展
開について、イスラエルに所在する都市遺跡
であるテル・レヘシュの発掘調査を通して、
下ガリラヤ地方における長期的な居住の歴
史と文化の変遷を明らかにし、前期青銅器時
代における都市の形成、中期青銅器時代から
後期青銅器時代の都市の実像と文化交流の
解明、鉄器時代の都市構造と建築遺構の解明
といった課題を設定して、調査研究を進める。

２．研究の進捗状況
2008～2010 年度にかけての本研究期間を

通して、テル・レヘシュの発掘調査を３次に
わたって遂行し、下記のような成果を得るこ
とができた。
(1) 前期青銅器時代

斜面東地区の下層で明確な建築遺構の一
部が確認され、テル・レヘシュの居住の開始
の様相が明らかになった。
(2) 中期青銅器時代

斜面西地区において、城壁遺構の年代が中
期青銅器時代であることが確認され、地域の
拠点的な都市としてテル・レヘシュが発達を
開始したことが明確になった。また、アクロ
ポリス東北隅で確認された大型建築（城門遺
構）も年代確定が難しいが、構造的特徴から
この時代の築造である可能性が推定される。
(3) 後期青銅器時代

テルの下段テラスの調査区で、この時期の
層位が累々と認められ、また、斜面東地区に
おいて大型建築遺構を確認した。
(4) 後期青銅器時代末～鉄器時代Ⅰ期

近年調査が進んでいるメギド遺跡と同様
に、青銅器時代の文化や居住の様相が鉄器時

代初頭（鉄器時代Ⅰ期）まで継続しているこ
とが明確になった。発掘調査で主要な成果が
得られた時期であり、複数の地区で出土した
円形石組のオリーブ搾油施設、テルの下段テ
ラス地区で出土した祭儀関連遺構・遺物は、
たいへん興味深い資料として特筆される。
(5) 鉄器時代Ⅱ期～ペルシャ時代

アクロポリスに築かれた大型建築（要塞）
の構造が部分的に解明することができ、この
時期には地域の戦略的拠点としての性格を
有していたことが明らかになった。
(6) ローマ時代

ヘレニズム時代には明確な居住がなく、ロ
ーマ時代には、アクロポリスに、家屋が複合
的に並ぶ「ファームハウス」が築造されてい
ることが確認された。その一部の発掘調査を
では、階段をもつ複層の建築遺構に伴って、
コインや色彩壁画の断片などが出土した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
計画通りにテル・レヘシュの発掘調査を遂

行することができ、上記したような貴重な成
果が得られている。ただ、調査面積と時間的
制約などから、当初期待していた後期青銅器
時代や前期青銅器時代の遺構に関する本格
的な調査にはいたっておらず、今後の継続的
な調査研究が望まれる。

４．今後の研究の推進方策
研究計画の最終年度である平成23年度は、

発掘調査はおこなわないが、現地に渡航をお
こない、出土遺物の調査研究、発掘調査デー
タの検討、現地協力者との研究会議、調査報
告書の作成にむけた打ち合わせと作業等を
おこなう計画である。
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